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本稿 は,平成 6年度 か ら施 行 され る新学 習指導 要領 にお いて もETi-斐 悦 され る,
｢佃 に応 した指導 ｣の'_Ji'銭 につ いて研光 した もの であ るり指蛸 にあ た っては,価
を人 切にす る指導 と しての ｢オ ー プ ンア プローチ｣ , その思 考 とい う側血 の評価
と Lて VLln llEIle(7 7ン ･ヒー レ)の ｢'7-'習水 町I.jP.論 ｣ とい った 2つ のア イデ
アを用 いた｡教材 と しては喜旺もが考 えやす く, Iよおかつ数学 的 に発展 性 があ る t)
のを 目指 して開発 した.､今 凶の研究 にお いては,｢数 字 が 2,3,5,8の順 にIJ:
らんで い る｡次 に何 が くるか ?｣ とい った極 め て シ ンプルな閉場 か ら,発展 的 な
数学 活動 が な され ることを 目標 と して柁 業 を行 った｡授業 内容 には, また また不
満が代 る もの の.I.E.徒一一人一一人 が それぞ れ ｢考 え る｣数学 的活動 の場 が与 え られ
た とい う両 にお いては十分 に意味 が あ った.,生徒 の個性 を十 分 に いか す ため に も.
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例えば (1)は il,.- Ll.トnとも変形でき
るし, (勿は とL " 2- a n I- と1.､とt)要形で
きるが,構造上は全 く同じであることが理
解できず,これらを(i)や(2)と別のt)のとと
らえる答案が結構あったUこのような解答
をしたものはまだ構造の把握が不十分て.
今一つ第2水準になりきれていない層であ
るとこ考えられるO
今bJr理由っけ｣をかなり.･:･子消させて解
答させたが,どのような答えになろうとt),
その答えをIE任もって壬弓良しようとする行
動は非常に大切であろう.,その琴勢が次第
に ｢解答の正当性を確かめる.1力をつけ第
2水唯へのステップになるのではないだろ
うか=
授丑後の感想はおおむね好評であった=
例えば.｢ますます数学が好きにfiLった.事
とか,｢こんな授業なら毎日受けたい｣と
か,｢仁｣ごろ思考がワンパターンになって
いるので多様な思考力を身につけたい｣と
いった前向きの感想も多かった｡
なお発展させて(1)の一般項に挑軌 して,
導いた生徒も数名あり,また自分で問題を
作った生徒も半数ちかくあり第2水准,節
3水準の生徒にも十分′封吉動の場を提供す
ることができたと′uLiJ,われるn こういった.
｢ゆさぶり｣を定期的にかけていくことは
水準の飛用に対 しいくらか効果があるもの
と思われるOまた/ラスの生徒の主な解答
を系統化 してさらに解説を加えたプリント
を後日配布 した｡このようなフォローは指
導上必要になってくる｡この種の授笈は,
L i
- 67-
やりっばfiLではアーク収IJ壬の帥なる'ji:験に
終わってしまうので,きちんとした77クー
ケアが必要であるo授業の中で.勤紫lJ'･)にあ
つかえる適当な関越の解発が今総の課越にな
るであろう=
Ll,おわりに
いそか しさにかまけてなかIiか尖蛇的研′Jt
の接がなかったところに,このよ:)な機会が
与えられ,ありがたく′nLil､つています‖失践あっ
ての数学教育ですから,これからも機会を見
つけて,英紙研究をしていきたいり
]蔽-従に大学への:'&望ですが.例えは人訳の
1つの問題を2種類の方法で解いたら,ボー
ナス点がt)らえたりすれば,生徒の多様な発
想を入試という制度血から支托 し,より_望ま
しい数学教育の流れになりうると.liJ.います｡
入試にも ｢オープンアプロ-ナ｣的liBlJ,St.杏
していただければ.斯学iC'J指鱒要紬における
｢新 しいJ学力観｣にT'Ltえるのではないかと!ム
いますり
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